
I n f o r m a t i o n

　

平
成
21
年
度
か
ら
介
護
報
酬
の
改

定
な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
菊
池

市
で
も
新
た
な
第
４
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
運
営
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
介
護
保
険
料

も
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
に
応
じ
て
３
年

ご
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
介
護
保
険
制
度
改
正
が
行

わ
れ
、
65
歳
以
上
の
人
の
負
担
率
が

19
％
か
ら
20
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
低
所
得
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
６
段
階
か
ら
７
段

階
設
定
に
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険
料

は
、
菊
池
市
の
介
護
保
険
を
運
営
し

て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
の

で
、
介
護
保
険
料
の
ご
理
解
と
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で

の
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
額

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
（
報
酬
）
の

見
直
し
・
負
担
率
の
引
き
上
げ
・
低

所
得
者
対
策
な
ど
に
よ
り
菊
池
市
の

保
険
料
「
基
準
額
」
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。

基
準
額　

４
、５
０
０
円
（
月
額
）

　
　
　

５
４
、０
０
０
円
（
年
額
）

　

次
の
よ
う
な
相
談
・
苦
情
を
お
持

ち
の
人
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
お
悩
み
に
専
門
委
員
（
弁

護
士
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
適
切
に

対
処
し
ま
す
。

相　

談

• 

夫
や
妻
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
悩
ん
で
い
る
。

• 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
て
い
る
。

• 

性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が

ら
せ
を
受
け
て
い
る
。

※ 

た
だ
し
、
判
決
や
裁
判
な
ど
に
よ

り
確
定
ま
た
は
係
争
中
の
事
案
な

ど
に
つ
い
て
は
調
査
し
ま
せ
ん
。

苦　

情

• 

市
が
実
施
す
る
施
策
で
男
女
共
同

参
画
の
推
進
を
阻
害
す
る
と
思
わ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要

望
な
ど
。

相
談
日

　

毎
月
第
３
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

相
談
場
所

　

菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

申
し
出
が
で
き
る
人

　

菊
池
市
に
住
所
を
有
す
る
か
、
在

勤
ま
た
は
在
学
の
人

申
し
出
時
に
必
要
な
も
の

　

申
出
書
（
電
話
・
郵
便
・
メ
ー
ル

受
付
可
）

　

申
出
書
は
男
女
共
同
参
画
推
進
室

お
よ
び
菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員

• 

古
田
哲
朗
さ
ん
（
弁
護
士
、
偶
数

月
担
当
）

• 

竹
下
元
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
ー
ム
熊
本
代
表
、奇
数
月
担
当
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

Ｅ
メ
ー
ル

d
a
n
jo
@
c
ity.kiku

c
h
i.lg

.jp

　きくちべんりカーは、平成
16年６月から運行を開始し、
今年６年目を迎えます。
　利用者数は、毎年、伸びてき
ており、国をはじめ、市内外か
ら大変高い注目を浴びていま
す。
　こうしたことから、市では６
月１日～６月６日の１週間を、
べんりカー運行記念週間とし
て、更に利用していただけるよ
う、べんりカーの利用料金を半
額の大人50円、子ども・身障
者などは30円とします。
　まだ利用されたことがない人
も、これを機に、ぜひ、環境に
優しい公共交通を利用してくだ
さい。
問い合わせ先
　企画振興課企画振興係

　

ひ
と
つ
の
体
操
は
10
秒
間
を
１
回

行
い
ま
す
。
必
ず
大
き
な
声
で
数
え

ま
し
ょ
う
。
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ

て
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
行
い
、
動

い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）
筋
肉

を
意
識
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

き
く
筋

　

首
や
肩
の
筋
肉

効　

果

•
首
の
筋
肉
が
伸
ば
さ
れ
ま
す
。

• 

肩
こ
り
の
予
防
・
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

注
意
点

• 

背
中
は
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
、
頭
の

重
み
だ
け
で
倒
し
ま
す
。

• 

激
し
く
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

• 

下
に
倒
す
際
は
、
あ
ご
を
ひ
き
、

頭
を
前
に
軽
く
倒
し
ま
す
。

• 

右
向
き
、
左
向
き
も
行
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
首
の
動
き
が
よ
く
な
り
、
視
界
が

良
く
な
り
ま
す
。）

※ 

「
い
す
に
座
っ
て
で
き
る
き
く

ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
よ
り
抜
粋
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　

３
月
23
日(

月)

福
祉
会
館
に

お
い
て
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

演
会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
傾

聴
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん

約
70
名
が
聴
講
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
熊
本
市
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
キ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
代
表
で
、
平
成
16

年
か
ら
県
下
一
円
で
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

菊
池
美
保
子
さ
ん
で
す
。

　
「
傾
聴
」
と
は
、
相
手
の
話
を
一

生
懸
命
、
注
意
深
く
耳
を
傾
け
て

聴
く
こ
と
で
、
相
手
の
心
を
癒
す

こ
と
の
で
き
る
「
心
の
ケ
ア
」
の

ひ
と
つ
で
す
。「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
人
や
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
の
人
た
ち
の
と
こ
ろ
に

訪
問
し
、
傾
聴
に
よ
っ
て
高
齢
者

の
人
々
を
支
援
す
る
活
動
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
う
人
た
ち
の
こ
と

で
す
。

　

菊
池
先
生
は
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
、
社
会
貢
献
活
動
で
あ
り
、

高
齢
者
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
あ
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
聴
く
側
も
経
験
の
あ

る
高
齢
者
の
人
の
お
話
を
聴
く
こ

と
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
が
深
め

ら
れ
る
な
ど
相
互
支
援
に
な
る
と

試
験
日　

８
月
31
日
（
月)

会　

場　

熊
本
県
立
大
学

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以

上
の
調
理
実
務
経
験
の
あ
る
人
。

願
書
受
付　

６
月
15
日
（
月
）
〜

６
月
19
日(
金)

ま
で

願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
庁
健
康

づ
く
り
推
進
課

提
出
先　

熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者

は
県
保
健
所
、
熊
本
市
居
住
者
は
熊

本
市
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
県
庁
健

康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
０
８　

首
を
下
、
右
、
左
に
軽
く
、
ゆ
っ

く
り
倒
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被

保
険
者
）の
新
し
い
介
護
保

険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

い
す
に
座
っ
て
で
き
る

　
　

き
く
ち
ゃ
ん
体
操
②

　
　
　

―
準
備
体
操
編
―

平
成
21
年
度
調
理
師
試
験

シリーズ 

22

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
介
護
保
険
係

の
事
で
し
た
。

　

私
た
ち
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
ま
ず
傾
聴
の
大
切
さ
を

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
こ
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
で
は
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
つ
く
る
た
め
に
中
央
公
民
館

講
座
と
し
て
７
月
よ
り
「
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
が
翌
年

３
月
ま
で
計
７
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

次
年
度
か
ら
は
、
市
内
各
地
で

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

活
躍
さ
れ
る
姿
を
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

べんりカーの利用料金を
半額にします

熊本県内のバス事業者の協力を得て
精神障がい者の皆さんにも熊本県内のバス・電車の
運賃割引制度が適用されることになりました
～外出の際は、できるだけバス・電車を利用しましょう！～

６/１～６/６

対象者
　写真が貼付された精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人。（本人のみ）
　写真が貼付されていない手帳では、割引を受けられません。
適用されるバス・電車
　次のバスと電車に適用されます。
きくちべんりカー、産交バス、熊本市営バス・電車、熊本電鉄バス・電車、
熊本バス、熊本都市バス 
• 熊本～人吉線『高速バスひとよし号』および一部コミュニティバス
では適用されません。

割引運賃
　運賃が半額になります。（ただし、定期券は３割引になります。）　
•バス共通カードを利用する場合も割引が適用されます。
• 小児運賃が適用される人で精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人
は、小児運賃が半額となります。

• 割引の計算は、普通運賃の２分の１で、10円単位に四捨五入します。
利用方法
　運賃支払の際に、精神障害者保健福祉手帳の写真が貼付されたペー
ジを開いて、乗務員に呈示してください。
　バス共通カードをご利用になる場合は、運賃支払いの際に、事前に
乗務員に申し出てください。
運用開始
　平成 21年４月１日（水）
問い合わせ先
　熊本県障がい者支援総室　☎ 096（333）2234（精神保健福祉班）
　産交バス　　　　　　　　☎ 096（325）0100
　　　　　　　　　　　　　　 （産交バスサービスセンター）
　熊本市営バス・電車　　　☎ 096（361）5263（自動車課）
　　　　　　　　　　　　　☎ 096（361）5241（電車課）
　熊本電鉄バス・電車　　　☎ 096（343）3023（乗合課）
　　　　　　　　　　　　　☎ 096（343）2552（鉄道課）
　熊本バス　　　　　　　　☎ 096（370）8215（管理課）
　熊本都市バス　　　　　　☎ 096（312）5077（営業本部）

（
相
談
は
無
料
・
秘
密
は
厳
守
・
要
予
約
）

男
女
共
同
参
画
専
門
員
相
談

平成21年度開催日
弁護士担当 カウンセラー担当

６月１９日（金） ５月１５日（金）

８月２１日（金） ７月１７日（金）

１０月１６日（金） ９月１８日（金）

１２月１８日（金） １１月２０日（金）

２月１９日（金） １月１５日（金）

３月１９日（金）

こ
ん
に
ち
は

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

こ
ん
に
ち
は

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

（
相
談
は
無
料
・
秘
密
は
厳
守
・
要
予
約
）

（
相
談
は
無
料
・
秘
密
は
厳
守
・
要
予
約
）

（
相
談
は
無
料
・
秘
密
は
厳
守
・
要
予
約
）

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
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